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                           清瀬市サッカー連盟 
                               会長 大内 賢一 
                               2026 年 5 月 

サッカー大会における熱中症対策 
 

本ガイドラインは、サッカー大会に登録する個人(選手等)及び関係者の命を守り安全なプレー

環境を整えることで、熱中症を防止することを目的とする。 

本ガイドラインの適用対象は、清瀬市サッカー連盟主催のサッカー大会（青年部）へ参加する

全ての関係者に、本ガイドラインを遵守する義務を持つこととする。 

 

湿球黒球温度（WBGT）計  

（1）大会主催者は、試合開催において湿球黒球温度（以下、WBGT という）計を備え、
計測した数値により対策を講じる。 

（2）WBGT 計の計測方法は以下のとおりとする 
① 必ずピッチ上で、WBGT 計の黒球が日影にならないように計測する。  

計測時の WBGT 計の高さは、プレーする選手の年齢の平均身長の 2/3 とする。  
② 計測する時間はできる限り試合開始の直前とし、両チームに対応方法を伝達できるタ

イミングとする。  
③ 試合中もピッチに近い場所で計測し続け、数値を把握する。  
④ ハーフタイム時（できる限り後半開始の直前）の数値により後半の対応方法を決定

し、両チー ムに伝達する。 ※原則として、前後半のプレー中に数値が変わっても対応
方法の変更はしない。 

 

飲水タイム・クーリングブレーク  

夏場の試合において飲水タイム又はクーリングブレークを採用する。 
前後半 1 回ずつ、それぞれ試合時間の 1/2 が経過した頃（30 分ハーフの場合は 15 分

頃）に飲水タイム（1 分間）又はクーリングブレーク（3 分間）を設定する。 
尚、クーリングブレークを採用する場合、選手と審判員は以下の行動を取る。 
① 日影にあるベンチに入り、休む。  
② 内部・外部から身体冷却する。  
③ 水分補給する。（スポーツドリンクを推奨） 
飲水タイム・クーリングブレークの決定は、試合当日に主催者・本部・審判で協議し決定 
尚、クーリングブレークで費やした時間は、アディショナルタイムに追加しない。 
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各チームで準備するもの 

熱中症予防対策として、身体を冷却するものを準備する。 
例：アイスパック、アイス Box、冷却スプレー、冷やしたタオル、携帯用扇風機 
  塩分を補給する塩タブレット、スポーツドリンク、経口補水液（ORS）など 
 

日陰対策 

直射日光を遮断する屋根（シート）をベンチと本部に設営又は別途でテントを設営する。 
身体に異常を感じた場合の休憩スペースを確保する。 
 

試合終了後について 

各チームの責任者は、試合が終わったら各選手（ベンチメンバー含む）の健康状態を確認
し、体調に異常や異変がある場合は、直に適切な処置を行うこと。 
また、体調異常のあるメンバーがいることを、本部へ連絡すること。 

試合の決定について 

31≦WBGT となった場合は、主催者・本部・審判で協議し試合の続行・中止を決定す
る。（33≦WBGT となった場合は、原則試合を中止する。） 
中止となった試合の処理については、下記に定める。 
中止となった試合は、引き分け扱いとする。（両チームに勝ち点１を与える） 
（試合途中での中止の場合は、中止前までの得点の結果で勝敗を決定する）条件：前半戦
が終了していること。 
※決勝トーナメント、順位決定戦の試合が中止となった場合は、後日再試合と致します。 

このガイドラインの適用期間は下記とする。 

適用期間  6 月～10 月の青年部全試合 
 
救急関連連絡先 
緊急通報 119 
清瀬市消防署 042-491-0119 
救急安心センター（救急車を呼ぶか迷う場合）：#7119 または 042-521-2323 

 
以上 


